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TA-058の 呼 吸 器感 染症 に対す る使 用経験

林 泉 ・阿部 達也 ・宇 野 顕

いわき市立総合磐城共立病院呼吸器科

RTI 10例 に対す るTA-058の 治療 成 績 を報 告 す る。

肺 炎8例,慢 性 気管 支 炎 の急 性 増 悪1例,急 性 気管 支 炎に 化 膿性 扁 桃腺 炎 を 合 併 した もの1例 に

用 い,著 効2例,有 効8例 で有 効率 は100%で あ った 。

臨床分 離株 に 対す る 細 菌 学 的 効果 は除 菌率87.5% (7/8)で あ り,や や弱 い とされ るKlebsiella

sp.4株 はいず れ も消失 したoS.aureusは 菌 の 減 少(3×107 cells/ml→6×10s cells/ml)に と どま

り, S.viridansはK.pneumoniaeに 菌 交 代 した 。

は じ め に

TA-058は 本 邦で 開発 され た半 合成 ペ ニ シ リン剤 で,

Fig.1の 如 く側鎖 にN4-メ チ ル-D-ア スパ ラギ ン を結合

したAmoxicillin誘 導 体 で あ る。 本 剤 は 従 来 のpeni-

cillin剤 よ りspectrumが 広 く,グ ラム陰 性,陽 性 菌 に

有効で,PIPC等 よ り強 い殺 菌力 を有 しin vivoに お け

る効果が優れ てい る。

Fig. 1 Structure of TA-058

血 中濃度 はTA-058 1gの 点滴 静 注 で60分 後 の最 高

濃度は70.3±6.7μg/mlとPIPCの39.7 ± 2.6μg/ml

の約2倍 と高 く,半 減 期(β 相)も1g点 滴静 注 で97.8

min.とPIPCの72min.よ り長 い。

本剤は尿路 排泄 型 で,点 滴 静注 後8時 間 で87.9 ± 1.2

%が 排泄 され,PIPCの73.9±3.7 %よ り多 い。

PBPは2,1A, 3,1Bsの 順 に親 和 性 を示 し,蛋 白結

合率は低 く3.3%で あ り,POGの54.0%, PIPCの

17.2%よ りは るか に低 い 。

実験 動物 で近 位尿 細 管 へ の影 響 が軽 度 認 め られ て い る

ものの,CBPCやCERよ り毒性 は弱 い と され る。

臓器内濃度 は肝 ≧ 腎>血 清>肺 の 順 で あ るが,肺 で

はPIPC, CBPC等 よ り高 い濃 度 を示 す1)。

目 的

当院(いわき市立総合磐城共立病院)を 受診した市中

感染のRTIにTA-058を 投与し,そ の臨床効果およ

び細菌学的効果を検討した。

対 象

24歳 から84歳 までの成人で,男 性7例,女 性3例,

計10例 である。 臨床診断名は肺炎8例,慢 性気管支炎

の急性増悪1例,急 性気管支炎に化膿性扁桃腺炎を合併

したもの1例 である。基礎疾患を有するものは5例 で,

肺線維症,慢 性腎炎,慢 性気管支炎と気管支喘息,患 側

の肋骨骨折,患 側の胸廓成形術を以前に行ったものなど

が各1例 ずつである。

投与方法および投与量

TA-058 1gを5% glucose 250mlに 溶解 し60分 で

1日2回 点滴静注 した。投与期間は5日 間,10H間 が

各1例 で,14日 間が8例 あった。

臨床効果判定基準

臨床症状,細 菌学的およびその他の臨床検査成績の推

移を考慮して,下 記の基準にもとついて判定 した。

著効:3日 以内に臨床症状の消失と臨床検査成績の改

善を認め,か つ7日 以内に起炎菌の消失を認めたもの。

有効:7日 以内に臨床症状の消失と臨床検査成績の改

善傾向を認め,7日 以内に起炎菌の消失を認めたもの。

やや有効:細 菌学的効果を認めるが臨床症状の改善に

7日 以上を要したもの,ま たは細菌学的効果がなくとも

7日 以内に臨床症状の改善が認められたもの。

無効:臨 床症状 と臨床検査成績の改善が7日 以後にも

全 く認められなかったものまたは悪化したもの。

成 績

10症 例の臨床成績をまとめてTable 1, 2に 示す。



216 CHEMOTHERAPY APR.1984



VOL.32 S-2 CHEMOTHERAPY 217

臨床 分 離 曲 は8株 あ りKlebsiella 4株, Proteus, β-

Streptoceccus, S,viridans, S,aureusが 各1株 で あ っ

た 。 その うちKlebsiella 4株 と β-Streptococcus, Pro-

teus, S,viridansは 消 失 した が,S.oureusは 菌 量 の減

少(3×107 cells/ml→6×103 cells/ml)を み た のみ であ

った。 またS.viridansの あ とにK.pneumoniaeが 出

現 した。 除 菌率 は87.5%で あ った,

発 熱 は38℃ 以 上 の もの6例,37℃ 以 上 の もの4例

全例 が 平熱 に戻 り,平 熱 化 も3日 以 内 と早 期 で あ った,,

ESRは50 mm/hr.以 上 の もの6例.20mm/hr.以 上

の もの4例 で あ ったが,増 悪 した 貧血 の1例 を除 き9例

が改 善 した。WBCは10,000/mm3以 上 の もの が,4

例 あ り,7,000/Mm3以 上 の もの が4例 あ ったが,1例

が 増 加 した他 は改 善 の 方 向 に進 ん だ。

咳,痰 の 性状 と量,胸 部 レン トゲ ン線 像,菌 の 動 向 そ

の 他 全身 状 態 な どを考 慮 し効 果判 定 基 準 に の っ と り判 定

した ところ,著 効2例,有 効8例 で あ り,有 効 率100%

であ った。

症例 を示 す(Fig.2)。

52歳 男性 で3日 前 か らカゼ症 状 が あ り,咳,痰,激 しい

胸 痛 を伴 うよ うに な り,42℃ の発 熱 を見 たの で受 診 し,

胸 部X-Pで 右 肺 炎 と診 断 され た。TA-05819を5%

glucose 250mlに 溶解 し60分 で点 滴 静注 した 。

Fig. 2 Case No. 2 M. A. 52 y. o. M. 

Pneumonia 48 kg
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血液 培養 で は陰性 で あ った が,喀 痰 よ りK.oxytocaが

分 離 され た。 この菌 のTA-058に 対 す る感 受 性 は あ ま り

良 くは な く,MIC25μg/mlで あ った 。 しか しTA-058

1回 の 投 与 で平 熱 化 し,WBCは10,600/mm3の もの が

3N後 に は6,300/mm3と 減少 し,CRPも+3か ら3N

後 に+1,7日 後 に(-)と な った。 またESRも55mm

/hr.か ら15mm/hr., 7mm/hr.へ と改 善 し,咳,痰 も

消 失,胸 痛 もとれ,胸 部X-P上 も3旧 後 に はほ ぼ 消失

した。K.oxytocaは5日 間 合 計10gのTA-058投 与

後 に は 消失 した 。MIC 25μg/mlと や や 高値 に もか か わ

らず 著 効 を示 した の は,in vivoに お け るTA-058の 有

効 性 が高 い こ とを示 す 症例 で あ った。

副 作 用

全 例 に見 られ な か った。TA-058投 与前 にGOT 56,

GPT44あ ったの も,投 与 後GOT 41, GPT 39と む し

ろ 降 下 して い た 。慢性 腎 炎 を有 し,BUN 55, Creatinine

3.1で あ ったCase No.5も 増 悪 傾 向 は なか った。

考 察

TA-058はPC系 抗 生剤 で あ り,PIPCと 比 較 し種 々

の 点 で優 れ て い る。 単剤 で の有 効率 も,内 科 系73%,

外 科 系83%,泌 尿 器 科51%,産 婦 人 科84%,耳 鼻 咽

喉 科85%,眼 科71%と 高 く,分 離 菌別 臨床 効果 でみて

も,例 え ば 内科 系 で は単 独感 染 で グ ラム陽性 菌に79%,

グ ラ ム陰性 菌 で72%の 除 菌率 が あ り,特 にGPBに 有

効 であ るこ とは 本 剤 の特 徴 と言 って よい1)。 やや弱いと

され るKlebsiellasp.に は,我 々 の分 離菌 のMICは

6.25～50μg/mlで あ った が 消失 してお り,in vivoで

の有 効性 の高 い こ とを思 わせ る。

単 剤 での 有 用性 もさ るこ と なが らaminoglycosides

等 との併 用 効 果 に更 に進 ん だ 効 果 を期待 している。PIPC

とaminoglycosideの 併 用 効果2)以 上 の ものが得 られる

可 能性 は大 きい が,今 後 の検 討 とされ よ う。

副 作用 の 点 に つい て も問 題 な く,安 心 して使用 できる

もの と思 わ れ る。
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CLINICAL STUDIES ON TA-058 IN THE 

TREATMENT OF RESPIRATORY TRACT INFECTIONS 

IZUMI HAYASHI, TATSUYA ABE and AKIRA UNO 

Division of Respiratory Disease, Iwaki Kyoritsu General Hospital

Clinical investigations were performed on TA-058, a newly synthetic penicillin. 

TA-058 was administered to 10 cases of respiratory tract infections, at daily dose 2.0 g for 5•`14 

days. 

Clinical effectiveness of TA-058 was excellent in two cases and good in 8 cases (efficiency 100 %). 

Bacteriological effectiveness was good (87. 5 %) including 4 cases of Klebsiella sp.. 

Side effect with TA-058 was not observed.


